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 40 年以上前，正確にいえば 1972 年の二月
に，マルセイユ（フランス）の数学教育研究






























り，y は x が何かを勉強する（学習する）の
を助けるために何かをする（あるいはしよう
とする），ということができるようになる．勿


















せるために，人物 x を人物の集合 X で置き換
えよう．これにより得られる教授三項(X, y, O)
によって，典型的な高等学校の授業をモデル













れる．諸制約の集合 K が教授三項(x, y, O)に課
されているとすると，O に対する何らかの決




























































































































































































































































































































































に問い Q に対する答え A を構成しその正当性
を確認するのか？基本的に問い Q の探究は，
二つの動きを必要とする．最初に，「探究者」
x は問い Q への既存の答えを求めて関連文献
を調べる．この動きは伝統的に学校では禁止
されるが，科学的研究においては反対に不可




















と作品 O（答え A♢を勉強するためと答え A♥
を構築するための両方のためのツールとして
用いられる）の複合的な研究から始まる． 
 x によって導かれる Q の探究は，調査と研
究の経路 (research and study path)訳註４と呼ば
れる経路を切り開く．この経路に沿って進む
ために，探究チーム X は，メンバーがまだ未






















































































































































古典(1993, vol. 1, p. 297)へと辿り着く．この
本は今度は三冊のより古い本，記号「∝」を
導入した Emerson (1768), そして Chrystal 
















































































































































































































































































御の問いのシステムは x と y に次のようなこ
とを思い出させるために不可欠なようである．

























































pm の辺と 60°の角をもつひし形を底面に，737 




 水のモル質量はおおよそ 18 g/mol である．
氷の単位格子の質量は四つの水分子の質量で
あると知られている．アボガドロ数はここで
は 6.02 × 1023 mol–1 とする．これより単位格子
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訳註４：フランス語では「parcours d’étude et 
de recherche」である．これに対して様々な
英訳が当てられてきたが，最近は「研究と
調査の経路: Study and Research Path」に統
一されつつあるようである．この用語にお
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